




















役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

各園の定員と保育時間

公立保育園（２号・３号認定）
若葉保育園（木倉）☎282-0438

定員120人　❶６カ月～（離乳食開始後）
❷朝・夕　　❸７時～19時

上野保育園（上野）☎284-2601
定員60人　❶６カ月～（離乳食開始後）
❷朝・夕　 ❸７時～19時
私立保育園（２号・３号認定）
御船昭和保育園（御船）☎282-0174

定員130人 ❶２カ月～ ❷朝・夕 ❸７時～19時

❶園児受入年齢
❷延長保育※１号認定は預かり保育の有無
❸開所時間（平日）※１号認定は教育時間で記載

滝尾たんぽぽ園（滝尾）☎282-7699
定員20人 ❶６カ月～１歳児 ❷朝・夕 ❸７時～19時

ぎんなん幼愛園（陣）☎282-0017
定員90人 ❶６カ月～ ❷朝・夕 ❸７時～19時

高木保育園（高木）☎282-2305
定員60人 ❶６カ月～ ❷朝・夕 ❸７時～19時

　令和８年度保育園・認定こども園への入園を希望する園児の一斉受付を行います。令和８年度中に入園予定の方は、今
回の受付期間内にお申し込みください。
（申し込み例：現在、育児休業中の方または今後出産予定の方で、令和８年度中に職場復帰予定など）

認可保育園・認定こども園（保育所部分）の一斉受付
◉受付期間　（Web）11月17日月～12月５日金
　　　　　　（窓 口）12月 1日月～12月５日金
　　　　　　　　　　役場開庁日の９時～16時30分
◉申し込みに必要なもの
　❶ 施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書兼保育

所等利用申込書、保育補助票
　❷ 保育が必要であることを証明する書類（就労証明書・求職活

動申立書など）
　❸誓約書
　※必要書類は、町ホームページからダウンロードできます。
　　また、こども未来課窓口にも設置しています。
◉申込方法

Web申込または、窓口申込（役場こども未来課）
※詳細は、ホームページに掲載します。
〈申込時間のめやす〉
（Web）約20分程度
（窓 口）約30分～40分程度

◉入園基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　入園するには、児童の保護者が次のいずれかの事由に該当して
いる必要があります。

◉入園の決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　入所者の決定時期につきましては、下表を予定しております。
結果については、決定後随時書面にて通知いたします。
　なお、文書発送前のお電話などでのお問い合わせにつきまして
は、お答えできません。

1就労（１カ月あたり48時間以上）　2妊娠・出産（産前２カ
月、産後３カ月）　3保護者の疾病・障がい　4長期にわたる
親族の介護・看護　5災害復旧　6求職活動（入園後３カ月
以内の就労が条件）　7就学　8育児休業取得時に、既に保
育を利用している子どもがいて、継続利用が必要であること

◉申し込みの際のお願い・注意点
①事前に申込書を記入または入力し、添付書類をそろえて、ご提出ください。
②希望園は、必ず記入または入力してください。（少なくとも第3希望まで）
③就労証明書の「復職予定日」の表記…育児休業から仕事復帰予定の方は、
「復職予定日」の表記が必須になります。育児休業の終了に伴い復職予
定の方は、下表のとおりならし保育期間も含めて入所月を記入または入
力してください。

認定こども園（１号・２号・３号認定）
みどりの里（木倉）☎282-0010

１号認定　定員15人
　❶３歳～　❷有
　❸10時～14時30分
※�申し込みについては、園に直接
確認ください。

２号・３号認定
　定員125人　
　❶６カ月～　
　❷朝・夕
　❸７時～19時

滝尾幼稚園（滝尾）☎282-0937
１号認定　定員35人　　
　❶３歳～　❷有
　❸10時～14時30分
※�申し込みについては、園に直接
確認ください。

２号・３号認定
　定員45人
　❶２歳児～　
　❷朝・夕
　❸７時～19時

にじいろのもり（滝川）☎281-0808
１号認定　定員15人　　
　❶３歳～　❷有
　❸10時～14時30分
※�申し込みについては、園に
直接確認ください。

２号・３号認定
　定員65人
　❶６カ月～
　❷朝・夕
　❸７時～19時

▲申込フォーム

入所希望月 申込日 文書発送（予定）

４月
一斉申込受付期間内 令和８年２月上旬頃

一斉申込受付期間後～２月末 令和８年３月10日頃
５月以降 申込日に関わらず 入所希望月の前月の10日頃

復職予定日 １日～15日 16日～末日
入所の希望日 前月１日 当月１日
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令和８年度　認可保育園・認定こども園の園児を募集します
問　こども未来課　子育て支援係　☎２８２－１３４６



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

　民間事業者が上野地区（古閑原・古閑迫）において計画
している廃棄物処理施設等について、熊本県環境影響評価
条例に基づき、環境影響評価準備書（以下「準備書」と表
記します。）の縦覧、意見の募集、説明会が事業者により
行われる予定です。
■事業者の名称、代表者の氏名
　株式会社シムファイブス　代表取締役社長　石坂　孝光
　（主たる事務所：熊本市東区戸島町２８７４番地）
■対象の事業名称・位置など
　名称：上益城地域におけるエネルギー回収施設等設置事業
　種類：廃棄物処理施設（焼却施設）の設置事業
　規模：１日当たりの平均取扱い計画量４００ｔ／日
　　　　（処理能力４４０ｔ／日）
　　　　※産業廃棄物と上益城郡５町の一般廃棄物
　位置：熊本県上益城郡御船町大字上野地内
■準備書の縦覧および公表方法など
　場所：御船町役場（本庁舎１階ロビー※町民税務課前）
　　　　㈱シムファイブス事務所
　　　　熊本県庁（行政棟本館１階情報プラザ）
　　　　益城町役場（住民課）
　期間：令和７年11月27日木～令和７年12月26日金
　　　　（※土、日、祝日を除く）　午前９時から午後５時まで
　電子縦覧：https://www.ishizaka.gr.jp　から
　　　　　※有価物回収協業組合石坂グループ
　　　　　（㈱シムファイブスの出資会社）のホームページ
　　　　　※ホームページから準備書をダウンロードできます。

【環境アセスメントとは】
　環境アセスメントとは、事業が周辺の環境にどのような影響を与えるのかを、事業者が事前に調査、予測及び評価し、
その結果を公表して住民や行政等の意見を聴き、十分な環境保全対策を実施することにより、よりよい事業計画を作り
上げていくための制度です。（出典：熊本県．“環境影響評価条例のあらまし”）
　なお、本事業の環境アセスメントは「熊本県環境影響評価条例」に基づき、令和５年１月から実施されています。

【上益城地域におけるエネルギー回収施設等設置事業について】
　この事業では、民間事業者が御船町上野に整備・運営を予定しているごみ
処理施設で、【上益城５町の一般廃棄物（家庭ごみ等）】と【主に県内で発生
する産業廃棄物】を処理し、同時に処理の過程で発生する熱エネルギー、メ
タンガスを利用（エネルギー回収）して発電等を行うことが計画されていま
す。（土地は上益城広域連合が有償で貸し付ける。）

【開催日程】
〇第１回　令和７年12月15日月　午後７時～
　　　　　場所：七滝中央小学校体育館
〇第２回　令和７年12月16日火　午後７時～
　　　　　場所：御船町カルチャーセンター（ホール）
〇第３回　令和７年12月25日木　午後７時～
　　　　　場所：益城町保健福祉センターはぴねす（益城町惣領1470）

■意見書の提出
　準備書について環境の保全の見地からの意見を有する者
は、意見を書面により事業者に提出することができます。
【提出期限】　
令和８年１月９日金※郵送は当日消印有効
※意見書箱への投函は、午前９時から午後５時まで（土、日、
祝日および年末年始（12月29日～１月４日）を除く）

【提出方法】
縦覧場所（熊本県庁除く。）に備え付けの意見書箱への投函、
または㈱シムファイブス（下の問合せ先）への郵送
※意見書には、提出する者の氏名・住所を必ず記入するこ
と（法人その他の団体はその名称・代表者の氏名・主た
る事務所の所在地）

※意見書の対象である準備書の名称を必ず記入すること。
■準備書の名称
『上益城地域におけるエネルギー回収施設等設置事業　環
境影響評価準備書』
※準備書についての環境の保全の見地からの意見および　
その理由を必ず記入すること（日本語で記載すること。）

■問合せ先（意見書の郵送先）
　〒861-8031　熊本県熊本市東区戸島町2874番地
　　㈱シムファイブス　
　　☎３８９－１５１０　（担当：本田・上村）

※縦覧の場所では、事業者が作成する準備書の内容に関し
て、御船町職員による説明は行いません。

※説明内容は３回とも同じです。
※御船町にお住いの方はどの会場にも参
加することができますが、【第１回：
七滝中央小学校】は、会場の収容人数、
駐車場に限りがありますので、原則と
して御船町在住の方を対象として開催
されます。

…
…
…
…

■説明会について

◀町ホームページで、
　事業に関するこれま
　での経緯や、説明会
　資料などを確認する
　ことができます。
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上益城地域におけるエネルギー回収施設等設置事業（御船町上野地区における一般廃棄物および産業廃棄物処理施設）に関する

準備書の縦覧・意見募集と、説明会の開催について
問　環境保全課　環境衛生係　☎２８２－１６０４



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

　最近、ごみを野外などで燃やす、いわゆる野焼きに
ついての苦情が多く寄せられています。
　野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より原則禁止されています。違反すると５年以下の懲
役、若しくは1,000万円以下の罰金またはその両方が
科せられます。

■野焼き禁止の例外規定
①国または地方公共団体がその施設の管理を行うため
に必要な廃棄物の焼却

②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、
応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却

③風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な
廃棄物の焼却

④農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないも
のとして行われる廃棄物の焼却

⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄
物の焼却であって軽微なもの

野焼き禁止の例外規定に該当する場合であっても…
　地域住民に対して悪影響を及ぼしている場合や苦
情などがある場合は、改善命令や各種行政指導の対
象となります。
　地域住民への影響を考慮し、例外規定により野焼
きを行う場合は、次のことについてご配慮をお願い
します。
　①煙の量や臭いが近隣の迷惑にならないようにする。
　②風向きや強さ、時間帯を考慮する。
　③草木はよく乾かして、煙の発生量を抑える。
　④住宅の近くでは焼却しない。
※火災の恐れがあるため、水や消火器などすぐに消
火できる準備をし、完全に火が消えるまでその場
を離れないでください。

違法な野焼きを見かけたときは、町環境保全課環境
衛生係までご連絡ください。

　山火事は、例年春先のほか秋から冬にかけて発生し
ています。
　空気が乾燥し、森林内の落葉などが燃えやすい状態
になっており、強風などによりたき火が燃え移り、山
火事発生の危険性が高くなります。
　山火事の原因の多くが、人のちょっとした火の取扱
いの不注意で発生しています。
　一人ひとりが森林の大切さを認識し、防災意識を高
めることが大切です。
　山火事予防にあたっては、次のことにご留意くださ
い。
①強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしない
こと。特に枯れ草や落ち葉などの近くでは行わない
こと。

②やむを得ずたき火など火気を使用する場合は、消火
用の水を必ず準備するとともに、その場を離れない
こと。

③たき火など火気の使用後は、完全に消火すること。
なお、炎が見えなくなっても火種が残っていること
があるので、十分に確認すること。

④たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず
消すとともに、投げ捨てはしないこと。

⑤火遊びはしないこと。また、させないこと。
⑥火入れを行う際は市町村長の許可を必ず受けるとと
もに、あらかじめ必要な防火対策を講じること。

（参考）出火原因別件数（令和元年～令和５年の平均）
１　たき火	 417件	 32.6％
２　火入れ	 242件	 19.0％
３　放火（疑いを含む）	 97件	 7.6％
４　たばこ	 57件	 4.5％
５　マッチ・ライター	 33件	 2.6％
６　火遊び	 11件	 0.9％
７　その他（不明など）	 422件	 33.0％
　　合　計	 1,279件
　　　　　　　資料：消防庁統計資料に基づいて作成
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野焼きは法律で禁止されています！
問　環境保全課　環境衛生係　☎２８２－１６０４

山火事にご用心！
問　農業振興課　農林企画係　☎２８２－１６０７



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

■運動の目的　
　例年、秋から冬にかけては日没が早まり、夕暮れか
ら夜間・早朝にかけての交通事故が多発する傾向にあ
ることから、広く県民に注意を喚起するとともに、特
に、「反射材の活用」と「前照灯の早め点灯」などの実践
を促し、交通事故防止を図ることを目的とする。

■運動の重点
　①反射材の活用
　②前照灯の早め点灯と上向き点灯の励行

■運動の期間　
　令和７年10月15日水～令和８年１月31日土

■推進事項
①反射材の活用（歩行者）　
　日没から日の出の間に外出するときは、反射材を活
用するとともに明るい服装を心掛け、ドライバーから
も目立つようにしましょう。　
②前照灯の早め点灯と上向き点灯の励行（車両）
　夕暮れ時や日の出前の早朝には、意識して前照灯を
早めに点灯し、自車の存在を周囲に知らせましょう。
また、対向車や前を走る車がないときは、前照灯を上
向きで点灯し、歩行者の早期発見に努めましょう。

※前照灯の早め点灯の『目安』は「午後５時」です。
自転車に乗る時も必ずライトを点灯させ、ヘルメッ
トを被りましょう。

＝ 上益城地区社会人権教育研究集会に参加して ＝

　９月24日水嘉島町民会館で「上益城地区社会人権
教育研究集会」が開催され、郡内の社会教育関係団体・
住民・行政職員など約400名が参加しました。
　集会では、嘉島町が「基調提案」、御船町が“人権
教育啓発の取り組み”について「特別報告」を行いま
した。その後、啓発映画「部落の心を伝えたい第21
巻　結婚差別400事例―弘瀬喜代―」が上映されまし
た。この映画は、結婚相手をあきらめざるを得なかっ
た事例、結婚差別を乗り越えられた事例を紹介しなが
ら、社会の無理解が結婚の自由をはばむ様が描かれて
います。これらの事例から、個人や社会が持つ偏見や
先入観の改善へ向けた教育啓発の必要性をあらためて
感じました。

　講演会では、講師の八木浩光さんが、「外国人と人
権～多様性を尊重する地域社会の実現～」と題して、
日本国内外で培った経験と知識を基に、外国人住民を
含め多様な人たちが支え合い、活躍する多文化共生の
まちづくりについて、具体的な取り組みや今後の展望
を紹介しながら講演されました。　
　夢や希望をもち、いきいきと暮らしていくためには、
すべての人の人権が尊重される社会の実現が不可欠で
す。そして、その実現には私たち一人ひとりの行動が
必要となります。「人権尊重社会」の確立に向けて、
まずは、自分にできる少しのことから実践していきた
いものです。

問　社会教育課　社会教育係　☎２８２－０８８８
「人権コーナー」～人をつなぐ～

▲開会行事 ▲御船町の特別報告
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「ひのくにピカピカ運動」実施中
問　危機管理防災課　危機管理防災係　☎２８２－１１１１



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

スマホの「ながら運転」は反則金12,000円

クヌギ林整備支援事業費補助金

■事業概要　
　クヌギの適切な循環利用を促し、里山を健全に維持
することを目的に、椎茸の種駒購入に要する経費に対
し補助金を交付します。
■補助金交付対象経費
　椎茸種駒の購入経費
■補助額
　椎茸種駒の購入に際し、１駒につき２円

■補助対象者
　町内に住所を有するもの、町内の椎茸生産者が組織
する団体または御船町の「人・農地プラン」における
中心経営体のいずれかであり、町内のクヌギを伐採し、
令和７年度中に１万駒以上の椎茸種駒を購入する者
■申請方法
　詳しくは、農業振興課農林企画係にお問い合わせく
ださい。

【対象となる違反（一部抜粋）】

違反内容 反則金額 違反内容 反則金額

携帯電話使用等（保持）
※いわゆるスマホ・携帯の「ながら運転」

12,000円 自転車制動装置不良
※ブレーキなし、ブレーキ故障など

5,000円

信号無視
※点滅信号を無視した場合は5,000円

6,000円 公安委員会遵守事項違反
※傘差し運転、イヤホンをつけての運転など

5,000円

通行区分違反
※右側通行など

6,000円 軽車両乗車積載制限違反
※二人乗りなど

3,000円

横断歩行者等妨害等 6,000円 並進禁止違反 3,000円

指定場所一時不停止等 5,000円 無灯火 5,000円

　道路交通法の一部を改正する法律の施行により、令和８年４月１日から自転車の交通違反に交通反則通
告制度※（いわゆる「青切符」制度）が適用され、16歳以上の者が行う特定の交通違反に対して3,000円か
ら12,000円の反則金が定められています。
　なお、酒酔い運転や酒気帯び運転など特に悪質な違反行為は、青切符の対象外のため、これまでどおり「赤
切符」が交付され、刑事手続きの対象となります。
　今一度、正しい交通ルールを再認識し、ルールに則った安全運転を心がけるとともに、交通事故による被害
軽減を図るため、自転車を運転する際にはヘルメットを着用しましょう。
※交通反則通告制度とは、違反者が反則金を任意に納めれば、刑事手続きに移行しない制度です。
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椎茸種駒の助成について

自転車の交通違反に対する青切符の適用について

問　農業振興課　農林企画係　☎２８２－１６０７

問　危機管理防災課　危機管理防災係　☎２８２－１１１１



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

　家庭から出るタイヤ、バッテリー、ペンキ、オイル
の空き缶、樹脂製波板、スレート、使えなくなった農
機具など、本年も「通常収集できないごみ」の特別収
集を実施しますのでご利用ください。

■日　　時　11月30日日　９時から12時まで
■収集場所　町民グラウンド駐車場
■対象校区　町内一円　

※上記は、あくまでも目安額です。出される物の大小により金額が異なります。記載のない物については業者の
提示額になります。

大きな災害に備えて、身の回りにある不要なものは処分しておきましょう。

①収集は、家庭から出るごみのみです。事業所から
　のごみは産業廃棄物となりますので専門の業者に
　依頼してください。
②塗料などが入っていた缶は、中身の入っていない
　ものに限り収集します。
③農薬および薬品の入っていたビン類は販売店また
　は取扱店に引き取りを依頼してください。
④プロパンガスのボンベおよび消火器の収集はでき
　ません。販売店に引き取りを依頼してください。　　
　（消火器はすべて収集不可）
⑤農業で使用されたビニール類は、農協による再資
　源化を目的とした収集に出してください。

⑥パソコンは「資源物有効利用促進法」に基づきメー
カーの責任により回収・リサイクルが実施されて
いますので専門の業者に依頼してください。

⑦太陽光パネルは収集できません。（設置業者にお
問い合わせください）

⑧ガソリン、軽油、灯油などの揮発性があるものは、
取り扱いません。また、異なる油が混ざっている
廃油についても取り扱いません。

※冷蔵庫などの中身は、空にしてお持ちください。
※上記以外にも引き取りができない品目があり、お
持ち帰りをお願いすることがあります。

品目名 単位 目安額（円）
タイヤ
（ホイール付は別途300円） １本 （小）300～

（大）700～
バイク １台 1,000～
農機具（小型） １台 300～
農機具（大型） １台 2,000～
エレクトーン １台 5,000～
家庭用給湯ボイラー １基 2,000～
樹脂製波板（タキロン等） １枚 100
スレート １枚 300
ドラム缶（200ℓ） １本 200
廃油 １ℓ 400
ガラス類 １㎏ 20
プラスチック類 １㎥ 10,000

品目名 単位 目安額（円）
テレビ １台 5,060
エアコン １台 3,300
冷蔵庫 １台 6,930
洗濯機・衣類乾燥機 １台 4,620
バッテリー １個 200～
太陽熱温水器 １台 3,300～
畳 １枚 1,200～
トタン １枚 10
ハウスパイプ １本 5
一斗缶（18ℓ） １缶 0
金属類 １㎏ 5～
便器 １個 2,000～

主な品目毎の費用（目安額）

【注意事項】下記を必ずご確認ください。

※処理費については、個人負担になります。

※特別収集場所に持込ができない場合は 11月21
日金までに環境保全課環境衛生係へお知らせく
ださい。

　業者に運搬を依頼します。（引き取りは有料と
なります。）
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「通常収集できないごみ」の特別収集（有料）のお知らせ
問　環境保全課　環境衛生係　☎２８２－１６０４



若宮神社 秋の例大祭「通し物」
　10月９日木、若宮神社（辺田見）で秋の例大祭「通し物」
が行われました。
　「通し物」は1732（享保17）年の御船川大洪水で流
された、同神社の御神体を嘉島町（犬淵）の大ナマズ
が受け止めたため、氏子たちが行列をつくり、迎えに行っ
たことが起こりと伝えられています。若葉保育園と滝尾
幼稚園の子ども神輿を先頭に少女２人が打ち鳴らす太
鼓に三味線の音色を合わせ、古謡「田の茂のうた」をみ
んなで元気に合唱して、町中心部を練り歩きました。

心も体も元気に！モルック大会開催
　９月23日火、町スポーツ推進委員協議会（永田斉
会長）主催で、第３回モルック大会が行われました。
　本大会は、ニュースポーツを通して運動することの
楽しさを味わい、健康増進や体力づくりを行うことを
目的としており、18チーム63名が参加しました。モ
ルックとは、地面に立て並べられた12本のスキット
ル（木製のピン）をめがけて、モルック（木の棒）を
投げ、先に50点ピッタリに到達したチームが勝利と
なるスポーツです。
【優勝】七滝２　【２位】万ヶ瀬　【３位】ゴンザレス山田

四宮神社で受け継がれる伝統の舞
　10月11日土、四宮神社（北木倉）で秋季例大祭に
伴う神楽奉納が行われました。
　例大祭では、四宮神社神楽保存会（住田健太朗会長・
27人）による肥後神楽「式神楽」「地鎮」「宝剣」と「巫
女舞」が二部構成で行われ、五穀豊穣や家内安全、健
康を願い、保存会会員の小学生から大人までの10名
が笛や太鼓の音に合わせた神楽の舞を披露しました。
　また、境内には屋台が並び、多くの地域住民が訪れ、
盛り上がりを見せました。

王子コンテナーと災害協定を締結
　10月７日火、町は王子コンテナー株式会社熊本工
場と「災害時における物資の優先供給に関する協定」
を締結しました。
　この協定は、町で災害が発生した際に、段ボールベッ
トやパーテーションといった物資の調達を行うもので
す。町からの要請により物資が提供され、避難所内に
おける動線の確保、感染症対策、プライバシー保護と
いった問題を解決することによる避難生活の負担軽減
を目的としています。

▲仲間に見守られながら、モルックを投げる参加者

▲園児を先頭に行列をつくる氏子たち

▲協定締結式の様子

▲肥後神楽「地鎮」
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来て・見て・体験！防災フェア
　10月12日日、ふれあい広場で御船町防災フェアが
開催されました。
　歌う防災士「しほママ」の講演では、スイーツ作り
や避難リュック作りなどが行われ、多くの親子連れが
参加しました。
　また防災士による非常時に明かりとして活用できる
防災ランタン作りや持ち運びできるお菓子の首飾り作
りが行われ、消防団体験では簡易的な消火器具で消火
体験が実施されました。他にも自衛隊や消防、警察の
車両展示が行われ、普段乗ることのできない車両の乗
車体験は大盛況となりました。

▲歌う防災士しほママの防災カフェ

▲狙いを定めて！▲親子で防災ランタン作り

▲包括連携協定締結式の様子

▲参加者全員で乾杯！！（横野） ▲式典後に行われたアトラクション（木倉）

熊本銀行と包括連携協定を締結
　10月17日金、町は株式会社熊本銀行と包括連携協
定を締結しました。　
　この協定は、地域の諸課題に迅速かつ適切に対応し、
活力ある個性豊かな地域社会の形成と発展および市民
サービスの向上を図り、包括的な連携のもと様々な分
野において相互に協力することを目的としています。
　藤木正幸町長は、「株式会社熊本銀行様は、地域創
生の取組みを行っており、包括協定を結ぶことにより
相互協力が円滑かつ、強固なものになると期待してい
ます。」と話しました。

敬老会で長寿を祝福
　10月12日日、木倉と横野で敬老会が開催されました。横野では秋祭りも同時開催され、綿菓子やかき氷、さ
んまなどが並び、多くの地域住民が参加しました。
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熊野座神宮完成！
　10月19日日、田代熊野座神宮改修記念式典・大祭
が行われ、地域住民や関係者のほか地元の子どもたち
も参加しました。
　平成28年熊本地震により、損壊した本殿や記念碑
などの改修工事が今年７月から施工され、２カ月間の
工事を経て無事に完成しました。
　式典では、地元の子どもたちや関係者による鏡開き
などが行われ、工事の完了を祝いました。

秋の吉無田MTBフェスタ2025開催
　10月18日土、19日日に吉無田高原緑の村で「秋の
吉無田マウンテンバイクフェスタ・CJくまもと吉無田
国際2025」が開催されました。
　大会は、日本ランキングに影響する重要な大会であ
り、国内のみならず、フィリピン・香港など世界中か
ら約250人の選手がエントリーし、熱いレースが繰り
広げられました。
　また、御船中学校吹奏楽部による応援ライブや嘉悦
なつ美さんの国歌独奏、ミニライブも行われ、会場を
盛り上げました。他にも地元の飲食店の出店もあり、
２日間多くの来場者で賑わいました。

▲左から田中さん、宮本正副町長、田原代表理事組合長

▲完成した本殿▲酒樽の鏡開き

▲参加者で記念撮影

▲一斉にスタート！

秋の味覚「ばってん甘柿」
　10月21日火、本町特産の「ばってん甘柿」の贈呈
に町内生産者を代表して、JAかみましき柿部会若手
生産者の田中歩美さんと上益城農業協同組合（田原要
一代表理事組合長）が表敬訪問されました。
　ばってん甘柿は、10月初旬から11月中旬に収穫時
期を迎え、JAかみましき柿部会では、７戸（甲佐１戸、
益城２戸、御船４戸）でばってん甘柿を生産していま
す。渋柿ばってん（だけど）甘柿という熊本弁から名
付けられました。
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小学校や保育園で農業体験
　10月下旬、小学校や保育園で稲刈りや芋掘りの農
業体験が行われました。

七滝中央小学校・上野保育園七滝中央小学校・上野保育園

若葉保育園若葉保育園

滝尾小学校滝尾小学校

七滝中央小学校七滝中央小学校
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このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。どんなことでもか
まいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kohomifune@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。
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問題をよく読んで、3つの答えの中から正し
いものを選び、ハガキに書いて送ってください。
正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレ
ゼントします。

広報クイズ広報クイズ広報クイズ広報クイズ
問題

◉応募方法
ハガキに答え（例、Ａ）とあなたの住所、氏
名、年齢を書いて、〒861‒3296御船町役場
「広報クイズ」係まで郵送してください。
（コメントやイラストもお待ちしております）
◉締め切り
　令和７年11月28日金　当日消印有効
◉10月号の正解　Ｂ

◉10月号の当選者　応募総11通で正解は11通でした。抽選の結果、次の５人に図書カードをお送りします。（敬称略）

10月９日木、○○神社で秋の
例大祭「通し物」が行われ、
子ども神輿を先頭に町中心部
を練り歩きました。○○に入
るのは何でしょう。
Ａ－若宮
Ｂ－四宮
Ｃ－七滝

（ヒントは、17ページ）

金子　美保（滝　尾）／米守　　心（滝　川）／中野　早人（滝　尾）／荒木リツ子（田　代）／上野みどり（滝　川）

中村　　碧 さん
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既
読
に
な
り
ぬ

常
石
訓
弘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
歌
人
・
河
野
裕
子
資
料
常
設
展
の
ご
案
内

　
（
昨
年
九
月
か
ら
展
示
を
し
て
い
ま
す
）

　
　

場
所
・
街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
主
屋
土
間

（
常
時
照
明
が
し
て
あ
り
ま
す
）

                  　　　も大活躍！御船高校生

― 第12回宇宙エレベーターロボット競技会 初出場 初優勝 !! ―

― 御船高校presents ワクワクドキドキふれあいフェスタ ―

　10月12日日に行われた宇宙エレベーター
ロボット競技会九州オープン熊本会場にて、
本校から２チームが出場しました。この競技
は、レゴエデュケーションSPIKEを用いて、
地上３ｍに設置された宇宙ステーション（円
形の箱）にピンポン球を運んだり、宇宙ステー
ションにあるボールを地上に安全に降ろした
りするなどの６つのミッションをクリアして
いく競技です。初出場ながら、優勝と４位と
いう好成績を収めました！
　優勝チームは11月23日日神奈川大学横浜
キャンパスにて行われる全国大会に出場しま
す！

　10月18日土、御船高校の魅力をお伝えするために
イオンモール熊本にてフェスタを開催しました。普通
科の紹介とコーラス部、吹奏楽部の演奏に始まり、芸
術コース、電子機械科の展示ブースやワークショップ
にも多くの方が集まって大盛況でした！ミフネコも
やってきて子どもたちの人気者になりました。

御
船
高
校

御
船
高
校

〒
８
６
１-

３
２
０
４

御
船
町
木
倉
１
２
５
３
番
地

☎　
　
２
８
２-

０
０
５
６

ｆ
ａ
ｘ
２
８
２-

１
２
８
６　

e-m
ail

m
ifune-h@

pref.kum
am

oto.lg.jp

展
示
内
容

①
写
真（
９
点
）

•
若
き
日
の
河
野
裕
子　

•
歌
碑
除
幕
式　

•
五
十
年
ぶ
り
の
帰
郷
と
小
川
野
の

人
　々

•
生
地
小
川
野
を
訪
れ
た
河
野
さ
ん
の
家
族　

•
生
家
跡
の
看
板
な
ど

②
新
聞
切
り
抜
き（
20
点
）

•「
河
野
裕
子
・
う
た
の
こ
よ
み
」①
〜
⑳（
熊
日
新
聞
に
毎
月
連
載
中
）

③
パ
ネ
ル（
７
点
）

•
河
野
さ
ん
に
関
す
る
雑
誌
や
新
聞
の
記
事　

•
河
野
さ
ん
の
短
歌　

•
七
滝
の
写

真
な
ど

④
資
料
集（
１
点
、26
ペ
ー
ジ
）

•
七
滝
小
川
野
の
生
家
跡
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス
の
写
真
、地
図
な
ど　

•
河
野
さ
ん

と
七
滝
と
の
つ
な
が
り
が
分
か
る
文
章
な
ど

　

歌
人
・
河
野
裕
子
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
近
く
ま
で
お
出
か
け
の
折
は
ど
う
か
ご
覧
に
な
っ
て
下

さ
い
。

　

資
料
を
大
切
に
展
示
し
て
下
さ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
職
員
さ
ん
と
商
工
観
光
課
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　

  （
河
野
裕
子
顕
彰
会　

西
梅
孝
子
）

▲学校インスタグラム▲学校ホームページ

始業式「校長訓話」

中学生の皆さん！！中学生の皆さん！！
なりたい自分に出会う場所、御船高校なりたい自分に出会う場所、御船高校でで

一緒に学びませんか？一緒に学びませんか？
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みふねっ子 館真写

※�「くん、ちゃん」…掲載申請者の希望表記であり、性別を表すものではありません。
　来月号は、12月にお誕生日を迎える満1歳から満6歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
　掲載希望の方は、左の2次元コードを読み込み、応募フォームから申込みください。
また、役場2階秘書政策室でも応募を受け付けています。
　受付期間：11月28日金まで

▶�

応
募
は
こ
ち
ら

か
ら

河
かわ

津
づ

季
き

依
い

ちゃん（6歳）豊秋
お誕生日おめでとう♡何でも頑張るき
いちゃん♡大好きだぞーー！！！
（拓也お父さん　由依お母さん）

岡
おかもと

本颯
そうすけ

介くん（5歳）陣
いつでも虫を探しているソウスケ♡
これからも色んな発見を教えてね♪
（峻悟お父さん　瑞希お母さん）

山
やました

下梨
り

乃
の

ちゃん（5歳）御船
いつもお手伝いありがとう♡洗濯物を畳むの、
パパより上手だよね♡お誕生日おめでとう♡
（貴大お父さん　絵梨お母さん）

古
ふる

江
え

來
き

愛
あ

ちゃん（4歳）小坂
きあちゃんおめでとう♡アイスが大好
物です♡

（華未お母さん）

河
かわ

津
づ

稀
ま

也
や

くん（4歳）豊秋
やる時はやる男まやくん！これからも
元気いっぱいたくさん遊ぼうね！
（拓也お父さん　由依お母さん）

森
もり

　心
こ こ ね

羽ちゃん（2歳）高木
2歳おめでとう！もうすぐお姉ちゃんに
なるここちゃん☆ずっと大好きだよ！

（悠生お父さん　望お母さん）

村
むら

田
た

旺
おう

羽
は

くん（2歳）高木
車とアンパンマンが大好きな旺君♡
これからもすくすく育ってね♪

（翔太お父さん　舞お母さん）

入
いりしま

嶋彩
あ

生
お

ちゃん（2歳）豊秋
お喋りが上手で元気いっぱいなおてん
ばあおちゃんが大好きだよ♡
（達也お父さん　悠希お母さん）

中
なかむら

村和
かず

樹
き

くん（5歳）高木
お誕生日おめでとう！いつも家族を笑顔
にしてくれてありがとう♡大好きだよ
（俊介お父さん　清香お母さん）

喜
き

久
く

川
かわ

愛
あ ゆ む

歩くん（4歳）木倉
4人姉弟の末っ子で逞しく甘えん坊です。
いつも可愛いむーちゃん♡大好き♡
（啓仁お父さん　春菜お母さん）

緒
お

方
がた

史
し

龍
りゅう

くん（4歳）辺田見
働く乗り物やヒーローが大好き！のび
のび元気いっぱい大きくなぁれ！
（龍一お父さん　未央お母さん）

松
まつもと

本ゆい香
か

ちゃん（1歳）木倉
よく食べて、とっても元気なゆいちゃ
ん！１歳のお誕生日おめでとう！
（聡一郎お父さん　香菜お母さん）

野
の

中
なか

　翠
すい

ちゃん（2歳）木倉
かわいいスイちゃん
2歳おめでとう♡

（将お父さん　萌里お母さん）

繁
しげざき

﨑　鼓
つづみ

ちゃん（1歳）辺田見
お誕生日おめでとう！天真爛漫で食欲
旺盛な鼓がみんな大好きだよ！
（浩一お父さん　優美お母さん）
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知
お

ら
せ

「
令
和
７
年
度
自
衛
官
等
採
用
案
内
」
の
お
知
ら
せ

問　宇城募集案内所　０９６４－２３－２０４７

自
衛
官
候
補
生

一
般
曹
候
補
生

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒

募
集
項
目

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

（
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定

月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に
達

し
て
い
な
い
者
）

男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳

未
満
の
者 資　

　
格

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
７
年
９
月
16
日
〜

令
和
７
年
11
月
21
日

令
和
７
年
10
月
１
日
〜

令
和
８
年
１
月
15
日

受
付
期
間

受
付
時
ま
た
は
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
次
：
令
和
７
年
11
月
30
日
〜
12
月
１
日

２
次
：
令
和
８
年
１
月
12
日
・
13
日

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す

１
次
：
令
和
８
年
１
月
24
日
・
25
日

２
次
：
令
和
８
年
２
月
12
日
〜
15
日

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

試
験
期
日

試
験
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
次
：
令
和
７
年
12
月
15
日

最
終
：
令
和
８
年
２
月
５
日

１
次
：
令
和
８
年
２
月
５
日

最
終
：
令
和
８
年
２
月
26
日

合
格
発
表

令
和
８
年
３
月
下
旬
〜
４
月

上
旬

※ 

上
記
の
他
に
設
定
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
上
旬

入
校
隊
時
期
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くらしの情報

第
14
回
く
ま
も
と
子
ど
も
・
若
者

〝
よ
り
そ
い
〞
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
遺
伝
の

力
、
環
境
の
力
、
お
と
な
の
力
と
し
て
の
代

弁
力
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、
小
児
科
医
と

し
て
の
臨
床
経
験
を
も
と
に
、
子
ど
も
の
発

達
や
心
身
の
特
性
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
課

題
を
見
つ
め
な
が
ら
、
私
た
ち
大
人
に
何
が

で
き
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
ま
す
。

【
第
一
部
】　

13
時
10
分
〜
15
時

•
講
演

子
ど
も
を
育
む
遺
伝
の
力
・
環
境
の
力
・

お
と
な
の
力

•
講
師

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
名
誉
教
授　

高
橋　

孝
雄
氏

【
第
二
部
】　

15
時
10
分
〜
16
時

　

各
機
関
と
の
交
流
会　

　

※
会
場
参
加
の
み
可

■
日
時

　

11
月
29
日
土　

13
時
〜
16
時

■
会
場

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
10
階

　

パ
レ
ア
ホ
ー
ル

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
-９
）

■
料
金　

無
料

■
申
込
先

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　

〜 CO
CO
N

　

こ
こ
ん 

〜

■
会
場
参
加
定
員

　

２
０
０
名

　

※
オ
ン
ラ
イ
ン
（W

ebex

）
定
員
な
し

■
主
催

•
熊
本
県

•
熊
本
県
子
ど
も・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

※
会
場
参
加
かW

ebex

参
加
の
い
ず
れ
か

で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
席
が
埋
ま
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

　
　

タ
ー　

〜 CO
CO
N

　

こ
こ
ん 

〜　

☎
3
8
7
-7
0
0
0

（
月
〜
金　

８
時
30
分
〜
21
時
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
8
7
-8
0
0
0

害
獣
被
害
で

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

近
年
、
ネ
ズ
ミ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
に
よ
る
「
害
獣
被
害
」
が
全
国
的

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

天
井
裏
の
物
音
や
糞
尿
の
に
お
い
、
断
熱

材
の
損
傷
、
電
気
配
線
の
被
害
な
ど
を
放
置

す
る
と
、
健
康
被
害
や
火
災
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人 

日
本
有
害
鳥
獣
駆
除
・

防
除
管
理
協
会
で
は
、
専
門
資
格
を
持
つ
業

者
に
よ
る
「
無
料
相
談
」
を
実
施
中
で
す
。

　

現
地
調
査
・
見
積
り
・
駆
除
・
再
発
防
止

策
ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
住
ま
い
を
守
る
た
め
に
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

一
般
社
団
法
人
日
本
有
害
鳥
獣
駆
除
・

　
　

防
除
管
理
協
会

☎
0
1
2
0
-5
3
9
-7
7
5

（
平
日
10
時
〜
18
時
）

募

集

2
0
2
5
年
度「
サ
ポ
ス
テ
公
開
講
座
」

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
参
加
者
募
集

■
日
時

　

12
月
13
日
土

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
内
容

第
２
回
「
感
情
表
現
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」

　

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
げ
る

た
め
「
親
し
み
や
す
い
け
ど
て
い
ね
い
」
な

感
情
表
現
の
出
し
方
を
学
び
ま
す
。　

•
講
師　

臨
床
心
理
士　

嶋
村
泰
代

■
対
象
者

　

就
労
に
悩
ん
で
い
る
方
、
学
校
関
係
者
、

保
護
者
な
ど
（
定
員
50
名
）

■
参
加
費

　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

　

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
11
月
30
日
日
〆
切
）

　
　
　
　
　
　

問　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
3
6
5
-0
1
1
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
5
-0
1
1
7

M
ail:kum

am
oto-saposute@

m
ica.dti.ne.jp

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
り
、
恒
久
平
和
な
社
会
の

構
築
を
希
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
10
万
円
。

　

付
添
希
望
者
は
要
相
談
。
ま
た
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、
甥
、
姪
の

３
親
等
以
内
の
青
年
部
が
付
添
者
と
し
て
遺

児
に
同
行
す
る
場
合
に
は
、
実
際
に
か
か
る

旅
行
費
用
の
３
分
の
１
の
補
助
が
国
か
ら
認

め
ら
れ
ま
し
た
。（
遺
児
の
参
加
費
か
ら
で

は
な
く
旅
費
の
３
分
の
１
が
補
助
）

　

な
お
、
同
事
業
は
令
和
７
年
度
を
も
っ
て

終
了
と
な
り
、
最
後
の
実
施
と
な
る
こ
と
か

ら
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し
看
護
師
が
同

行
し
ま
す
。

　

日
程
な
ど
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
会
事
務

局
ま
で
。
お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道

府
県
遺
族
会
へ
。

■
実
施
地
域　
　

　

ミ
ャ
ン
マ
ー

※
相
手
国
事
情
に
よ
り
、
実
施
時
期
の
変
更

や
取
り
止
め
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
0
3
-3
2
6
1
-5
5
2
1

▲
申
込
フ
ォ
ー
ム

▲
日
本
有
害
鳥
獣
駆
除

・
防
除
管
理
協
会
ホ
ー
ム　

　
ペ
ー
ジ

▲
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み

　
フ
ォ
ー
ム
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相

談　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産

　

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
時

　

11
月
20
日
木

　

13
時
〜
15
時
30
分

■
場
所

　

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階　

児
童
室

■
内
容

　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
や

賃
料
、不
動
産
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

不
動
産
全
般
に
関
す
る
無
料
相
談
。

（
予
約
優
先
。
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

問　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
3
8
5
-5
0
2
0

法
律
、
心
配
ご
と
相
談

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
御
船
町
内
の

人
を
対
象
に
、
無
料
の
法
律
相
談
お
よ
び
困

り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
心
配
ご
と
相
談

を
毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
19
日
水　

　
　
　
　

12
月
24
日
水
※
第
４
週

▼
受
付　

毎
月
１
日
か
ら
相
談
前
日
ま
で

▼
定
員
（
先
着
６
名
）
に
な
り
次
第
締
切

　

な
お
、
状
況
に
よ
り
開
催
内
容
の
変
更
や

中
止
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

御
船
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
「
ひ
ば
り
荘
」

問　

御
船
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
2
8
2
-0
7
8
5

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

▼
御
船
町
協
会
第
６
回
大
会

（
９
月
27
日
土\

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

▽
１
コ
ー
ト
①
木
倉
（
髙
岡
勝
之
、
渡
辺
捷

子
、
西
堀
益
代
、
宮
崎
国
男
、
竹
浦
貴
美

子
）
②
高
木
霍
田
③
高
木
ジ
ュ
ニ
ア

▽
２
コ
ー
ト
①
上
野
（
岩
永
英
徳
、
松
下
幸

弘
、
尾
前
信
雄
、
阪
本
ミ
ス
エ
、
牛
嶋
恵

子
）
②
高
木
古
閑

▼
御
船
町
協
会
第
７
回
（
藤
木
屋
杯
）
大
会

（
10
月
25
日
土\

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

▽
１
コ
ー
ト
①
高
木
古
閑
（
木
村
定
徳
、
山

田
絋
一
、
阿
部
憲
昭
、
福
永
伉
、
古
閑
住

一
）
②
上
野

▽
２
コ
ー
ト
①
高
木
霍
田
（
福
田
健
治
、
大

分
福
一
、
福
永
あ
け
み
、
東
雅
美
、
霍
田

啓
臣
）
②
木
倉

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

▼
御
船
町
協
会
第
５
回
交
歓
大
会

（
10
月
24
日
金\

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
男
子
①
上
田
國
夫
②
西
村
孝
光
③
福
島
昭

徳
④
平
井
隆
徳
⑤
福
永
道
治
⑥
武
内
一
⑦

竹
森
文
彦
⑧
平
山
鋭
一
⑨
坂
本
周
礼
⑩
下

田
昭
治

▽
女
子
①
渡
辺
征
子
②
渡
辺
達
江
③
福
永
あ

け
み
④
本
田
時
枝
⑤
松
本
き
み
え
⑥
前
田

治
代
⑦
平
山
眞
由
美
⑧
増
田
多
恵
子
⑨
岩

永
福
美
⑩
増
永
洋
子

御
船
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

（
10
月
23
日
木\

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▽
赤
色
①
坂
本
征
也
（
西
木
倉
）
②
前
田
康

　

幸
（
健
笑
会
）
③
福
永
あ
け
み
（
下
高
野
）

▽
青
色
①
荒
木
崇
（
東
木
倉
）
②
西
村
孝
光

　
（
滝
尾
ふ
れ
あ
い
会
）
③
増
永
洋
子
（
東

　

木
倉
）

▽
黄
色
①
上
田
富
士
子
（
田
代
東
部
一
）
②

　

橋
本
準
一
（
東
木
倉
）
③
上
村
英
子
（
大

　

木
会
）

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

①
南
田
代
老
人
ク
ラ
ブ
（
岩
永
英
徳
、
松

　

下
幸
弘
、
牛
嶋
弘
、
阪
本
ミ
ス
エ
）
②
下

　

高
野
老
人
ク
ラ
ブ
（
木
村
定
德
、
霍
田
啓

　

臣
、
中
村
友
幸
、
東
雅
美
、
福
田
健
治
）　　

③
康
山
会
（
大
分
福
一
、
福
永
伉
、
古
閑

住
一
、
阿
部
憲
昭
、
山
田
紘
一
）
④
健
笑

会
（
渡
邉
國
朗
、
渡
邉
捷
子
、
西
村
雄
司
、

竹
浦
貴
美
子
、
大
川
成
一
）

寄

付

善
意
の
輪

社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
10
月
】

【
香
典
返
し
】

　
 

（
ご
芳
名
）　  　
（
住
所
）　
（
故
人
）

稙
田　

純
生　

様
（
木　

倉
）
ナ
ミ
子
様

一
二
三
員
範　

様
（　

陣　

）
長
田
京
子
様

村
上　

俊
治　

様
（
木　

倉
）
佐
惠
子
様

鈴
木　

博
子　

様
（
木　

倉
）
増
永
誠
一
様

可
児　

幸
一　

様
（
七　

滝
）
タ
ケ
子
様

米
光　

直
子　

様
（
木　

倉
）
タ
ダ
子
様

作
田　

安
幸　

様
（
田　

代
）
シ
ズ
コ
様

上
村　

建
治　

様
（
七　

滝
）
ト
メ
コ
様

緒
方　
　

梢　

様
（
滝　

川
）
タ
ミ
子
様

那
須
さ
よ
子　

様
（
滝　

川
）
末
昭　

様

杉
田　

ゆ
き　

様
（
御　

船
）
神
戸
登
志
子
様

竹
下　

紀
一　

様
（
水　

越
）
マ
サ
ヱ
様

島
﨑　

誠
也　

様
（
御　

船
）
久
男　

様

吉
本　

敏
治　

様
（
高　

木
）
リ
ツ
子
様

【
一
般
寄
付
】

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）

増
永　

繁
子　

様
（
滝　

川
）

御
船
し
あ
わ
せ
日
和
実
行
委
員
会（
田
代
）

御
船
町
へ

九
州
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
社
長　

酒
井
喜
代
司
）

御
船
警
察
署
管
内
の
事
故
・
事
件

事故・事件の発生状況
御船署管内
発生件数

年累計
94
1922

5
0
48
7
19
15

10月中
9
201

2
0
9
1
2
0

御 船 町
発生件数

年累計
9
343

0
0
7
3
3
0

10月中
1
32

0
0
3
1
1
0

事件・犯罪区分

交通人身事故
交通物損事故

空き巣
自販機狙い

万引き
オートバイ盗

自転車盗
車上狙い

▲
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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